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証券コード   ６５０３    

会社名     三菱電機    

 

 賛成 反対 棄権 

議案 取締役１２名選任    

 藪中 三十二 氏  〇  

 渡邉 和紀 氏  〇  

 小出 寛子 氏  〇  

 小坂 達朗 氏 〇   

 柳 弘之 氏 〇   

 江川 雅子 氏 ○   

 松山 遙 氏 ○   

 漆間 啓 氏  〇  

 皮籠石 斉 氏 〇   

 増田 邦昭 氏 〇   

 永澤 淳 氏 〇   

 武田 聡 氏 〇   

 

取締役１２名選任の件 

選任候補に挙げられた１２名の賛成・反対の理由について述べていく。各人のスキルが簡

単に確認できる表として、2023年度三菱電機招集通知の 9，10ページを掲示しておく。 

 



（三菱電機 株式会社第 152回定時株主総会招集ご通知 2023 年 9、10 ページ より引用） 

 

社外取締役候補者 7名について 

まず、私が注目したいのは 2022年 10月期に起きた製品の不正問題である。この問題では

三菱電機が関連する作業所・製作所の大半が不正を働いており、その不正も古くから続い

てきたものであるという。個人的に社外取締役の方々に特に期待することはやはり、昔か

らの常習的な不正・悪習慣を第三者の目線から指摘し改善に向けさせることである。こう

いったことを踏まえると、昨年度の社外取締役は機能的に不十分である。そのため、昨年

からの引き継ぎである再任者、特に在任年数が長い人物の再任には反対する。また、上記

の表を見てみると、社外候補者で法務・コンプライアンスのスキルを持ち合わせているの

は、新任の松山氏のみである。よって、現状不正問題を含めコンプライアンス面で不安が

残る三菱電機は、長期在任者からコンプライアンスのスキルを持つ人物へと入れ替えるこ

とが望ましいと考える。よって藪中 三十二 氏（在任年数 11年）、渡邉 和紀 氏（在任

年数 8年）、小出 寛子 氏（在任年数 7年）の 3名の選任には反対する。 

その他 4名の選出に関して、4名とも在任 1年もしくは新任であり、各スキル面で 4名の

うち少なくとも一名はそのスキルを有しており、社外取締役の活動にしても幅広く対応で

きると見込まれる。よって 4名の選任に賛成である。 

 

漆間啓氏について 

漆間啓氏は現三菱電機の執行役社長である。漆間氏が社長に就任した経緯について、製品

の不適切検査問題で引責辞任という形をとった杉山前社長の後任として内部昇格した。こ

こからもわかるように、漆間氏には社内コンプライアンスの徹底が求められていた。それ

にも関わらず、社長在任中に再度不正問題が発覚した。この責任の所在は漆間氏にあると

考える。また、個人的な考えとして、社内の体質を改善するには内部昇格した者では不十

分で、やはり外部の人間を社長に据えることが必要である。よって、漆間啓氏の選任には

反対である。 

 

残る４名について 

再任の 3名は上記の表を見る限り幅広くスキルを有しており、特に内部の人間として企業

経営に長けていることは今後の経営安定化をはかるうえでも重要であり、心強い。そうい

った点で、再任の 3名の選任に賛成する。 

また、新任の武田氏についても、企業経営をはじめとするいくつかのスキルを有してお

り、新任という取締役会に「新たな血を入れる」という意味でも選任に賛成する。 

 

全体として 

三菱電機の社外取締役率は 58.3％であり、コーポレートガバナンスコードが推奨する 3分



の 1以上という値を満たしている。このことからも、今回の選任の組み合わせはバランス

がよく、会社の透明性も高い。そして選任人数も 12人であり、取締役会を行う上で差し

支えない人数である。したがって、全体の選任に関しては賛成する。 


